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井上 勲 ・1屈ロ健雄 :微細藻類ノート (4). Pseudo-
pedinella pyγifoγmis CARTERおよび A戸edinella

sPinifeγι(THRONDSEN) THRONDSE1¥(黄金色藻綱)• 
Isao INOUYE ancl Takeo HOR1GUClー11: Notes on 

microalgae in ]apan (4). Pseudopedinella pyγ1-

formis CARTER ancl Apedinella sPinifeγι(THRO-

NDSEN) THRONDSEN (Chrysophyceae). 

ベディネラ目 (Peclinellalles)は単細胞性で， 6(闘

の業縁体と奨のついた特異な範~毛を前端にもつことで，

黄金色藻綱 (Chrysophyceae)の他のグループとは著

しく兵る (H1ssERD 1976)。 この自は Pedinella， 

Pseudo戸edinella，および Apedinellaの3属よりな

り，図 lに模式的に表すように，触手様突起物 (ten-

tacles) ，柄 (pecluncle)，および腕 (spines) の有無

によってそれぞれ区別される。

ベディネラ目のメンパーのうち Pseudopedinella

の基準秘 P.pyrifoγmis 図3)は，図 2に園印で示

すように，わが国各地の河口域に広く分布することが，

筆者等の調査によって切らかになった。多くの場合，

サンプリング時の個体数は限られているが，栄養物添

加により容易に藻{本を増殖させることができる(井上，

1980)。 細胞はた る状で縦に規則正し く6列の隆起音s

があり，前端正面からみると全形はやや6角形にちか

い。長さ 5~ 8μm，幅 Ll ~ 8 μm である。紫緑体が変

形しているために，細胞の後端部はしばしば不規則な

形をとる。前端，後端ともにわずかな凹部があり，前

端から l本の鞭毛が生じ，後端からは柄とよばれる尾

状の付属物が仲びる。柄の中間部にはしばしばレンス‘

状の膨11判部がある。葉緑体は板状で， 6f1!!1あり，細胞の

隆起背sに沿って縦に並ぶ。ピレノイドは突1m型で，業
緑体にそれぞれl個づっ存在し，内方を向いて位置す

る。|恨点はみられない。

Apedinella I土， 細胞表面の孤の有j!{f，を分類形質と

して重視し，THRONDSENが1971年に設立した属で，

現在までに一種がま口られている。基準種 A.sPinifera 

(~14) は THRO:\'DSEN (1969)によって最初 Pseu-

dopedinella spiniferaとして記載されたものである。
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わが国ではこの程は区12に@印で示すように，採ilきさ

れた場所はいまだ数地点にすぎないが，採集地点がうj

散していることから考えると，分布はかなり広範聞に

亙るものと想像される。本種の細胞は基本的には前述

の Pseudopedinellaに類似する。すなわち前端に 6

つの隆起があり，前端の凹部から l本の鞭毛が前方に

向って伸びる，細胞の長さは 8μm，l~lIiは 8μm である。

しかし，後端には凹111¥がなく ，むしろ丸みをおびてい

ること，および、前向Mの凹部から通常6本の臓がそれぞ

れ6つの隆J也f.ii¥の聞の凹音sに沿って後方に仲ひ、ること

で区別される。腕の長さはいずれもほぼ等長で約 12

μmである。葉緑体は 6個で 6つの隆起部に沿って

縦に位置し，それぞれ内方に突出したピ レノイドをも

っ。|恨点はみられない。

Pedinellaについては，わが国における報告はない。
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